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研究成果の概要（和文）：　408集落から収集したデータを解析し、マルチレベル分析を行った。日本において
相互協調性は農業者で高いという結果が得られた。また、マルチレベル分析の結果、相互協調性は農業地域の住
人であれば非農業者であっても高いという、集落レベルでの効果も得られた。農業地域全体における相互協調性
の効果は、集合活動への参加率の高さによって説明されていた。
　また、日本の企業(25社）に調査を実施したところ、個人レベルでも会社レベルでも、会社への愛着や職場の
人への信頼感の高さが社員の幸福感に影響を与えることが明らかになった。これらの結果から、日本国内の文化
の多層性（生業や企業風土による違い）と共通性の双方を検証した。

研究成果の概要（英文）：This study addresses how psychological characteristics, such as 
interdependence, are shared among people through collective activities that go beyond individuals’ 
personal economic activities. Multilevel analyses on a large-scale survey of 408 regional 
communities in Japan suggested that interdependence was more prevalent in farming communities than 
in non-farming communities, not only for farmers but also for non-farmers. Longitudinal analysis 
suggested that, due to engagement in collective activities, non-farmers living in farming 
communities are more likely to be concerned about others. These findings demonstrate that 
culture-specific psychological functions can be transmitted through social interaction during 
community activities, above and beyond individual economic activities.  We examined organization 
community in addition to regional communities as a unit of culture. We collected data from 25 
companies and found out the well-being is related with social capital among company.

研究分野： 社会心理学
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１．研究開始当初の背景 
2011 年には OECD が Better life index を

提案、幸福度を測定してそれぞれの国・文化
のあり方を検証しようとするなど、幸福度測
定への関心は社会科学の諸分野で見受けら
れる。日本においても内閣府で「幸福度に関
する研究会」が立ち上げられ（2010 年～2013
年）、指標作成がなされてきた。こうした議
論は、心理学・経済学・社会学・政治学・社
会疫学など、幅広い分野での協働の土壌形成
に資するものであった。日本では特に震災後、
幸福を支える地域・家族・職場での関係性（つ
ながり）が果たす役割が再検討されており
（内田, 2013）、地域のソーシャル・キャピタ
ル研究（パットナム, 2006）や、社会階層と
健康についての疫学的知見（カワチ, 2013 な
ど）などを援用して日本的な幸福感を理論化
する試みが見られる。幸福感とそれを支える
社会関係の文化的基盤の包括的検証が今求
められている。 幸福感という心理的な現象
を検討するにあたり、見落とされがちなのは、
社会・文化的環境がいつ、なぜ、どのように、
幸福感をもたらす（あるいはもたらさない）
のか、そしてそのような幸福感のあり方がど
のように文化を形成するのかという、「文化
と心」の相互構成メカニズムの検証である。
この問題に実証的に取り組むのが文化心理
学の視点である。これまで研究代表者は、日
本文化においては周囲の他者とのバランス
を考えるような「協調的な幸福感」が重視さ
れていることを明らかにしてきた(Uchida & 
Ogihara, 2012)。 
しかしこれまでの研究は学生データをベ

ースにした国際比較研究が主体であった上、
地域・職場とのつながりが幸福感に与える影
響の文化差については明らかにされていな
かった。また、従来の文化心理学研究は、国
内の地域文化や企業文化の比較を含めた文
化の多層性を十分に検証できていなかった。
よって、幸福感において他者とのバランスや
協調性が重視される傾向は、日本のどのよう
な環境下でより強く見られるのかは、未だ解
明されていない問題である。Nisbett(2003)
や北山らの研究グループ(Uskul et al., 2008)
は生業を１つの説明軸とし、定住による長期
的な協力と分配が必要な農業文化圏におい
ては、牧畜などに比べて他者との関係が重視
されると説明している。この点が正しいかど
うか、もしも正しいとすれば、農業文化圏と
される日本全体にその影響が波及している
のかについて、文化の多層性を解明すること
から検討する必要がある。 
これまでの予備的研究においては農業者、

あるいは日本型企業で相互協調的傾向が特
に高い可能性が示唆されており、今後の研究
により日本文化を形作るルーツを探ること
が可能になる。さらには、グローバル化や経
済資本主義により日本文化の中にありなが
ら欧米的な価値観や制度を取り入れている
ような企業においては、多層な文化の間の相

克が経験されている可能性がある。このよう
な現象が幸福感あるいはメンタルヘルスに
与える影響を解明することも現代社会にお
いて必須の問題である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は文化の多層性に焦点を当

て、幸福感とそれを支える社会関係の文化的
基盤を解明することにある。その際、第 1 層
としての「日本文化」と、第 2 層としての「農
漁村地域文化」並びに「企業文化」に着目す
る。他者との協調的な関係が幸福の主要な源
であるとされてきた日本において、(1)第 2 層
の文化間に見られる共通性と差異及び第 1層
と第 2 層の間に生じる相克を検証、(2)個人レ
ベルの要因（社会関係の認知等）とマクロレ
ベルの要因（国・地域文化環境及び組織風土）
を同時に分析、文化が心の働きに影響を与え
るメカニズムを精査する。これらを通じて日
本の農漁村地域又は企業内でどのような社
会関係が幸福をもたらすのかを明らかにし、
心の健康と安寧促進に資する知見を提示す
ると同時に、社会科学における新たな理論展
開を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1)日本国内の第 1 次産業従事者（農業者・
漁業者）への調査分析を実施、従事者個人レ
ベルの要因だけではなく、農村・漁村などの
生業に根ざした地域コミュニティのマクロ
レベルの要因（人口構成などの地域文化環境
属性）がどのように幸福感やメンタルヘルス
に寄与するかを検討した。農業者・漁業者デ
ータの包括的分析を実施し、幸福感、地域と
のつながり、地域へのコミットメント項目
（以上、個人要因を尋ねる調査項目）と、地
域の文化環境因子（マクロ要因）をあわせて
分析を実施した。また、農業者と漁業者の比
較分析を実施、農漁村地域文化に応じた地域
住民のつながりの成り立ちを検証し、農業
者・漁業者それぞれの個人レベルの要因だけ
ではなく地域レベル（マクロレベル）の要因
が与える効果を検証した。 
(2) 日本型企業あるいは外資系などのグロ
ーバル企業を対象にした従業員調査を実施、
個人レベルの要因と組織内のつながりや組
織風土などのマクロレベル要因のそれぞれ
が、幸福感やメンタルヘルスに与える影響を
検証した。企業での聞き取り調査やフィール
ドワークも実施し、幸福感と職場でのつなが
り（個人要因）を尋ねる質問紙調査を実施し
たうえで、企業内の組織風土や職場環境、職
場内の制度などの文化・環境因子（マクロ要
因）を企業毎に調査し、個人レベル・マクロ
レベルそれぞれの特性が幸福感に与える影
響を検討した。 
まず第１に、調査会社を通じて企業従業員

へのパネル（時系列）調査を実施した。第 1
回は 450 名への調査を実施し、第 2回ではそ
のうち 137 名からの回答を得た。 



第 2に、組織風土と個人の関連の分析のた
めに、様々な企業・組織単位での調査参加を
実施し、マルチレベル分析を行えるようなデ
ータセットを作成した。具体的には様々な企
業の協力を仰ぎ、組織・企業ごとに参加を募
り調査を行った。この調査では、１）個別企
業・組織の代表者（社長等）へのインタビュ
ーによる質的調査、２）調査１と同様の項目
を用いた従業員（原則として正社員の全員）
を対象とする質問紙調査、３）調査結果の企
業・組織への報告書・面談によるフィードバ
ックを行った。これにより、学術調査として
の目的を達するのみならず、そこで得られた
知見を直接的に社会に還元し、またその過程
で新たな問題意識を見出すという、学術界と
社会との互恵的な関係を目指した。企業との
連携をベースに、合計 27 団体以上に協力を
仰ぎ、従業員の幸福感や企業内の「つながり
の意識」が企業文化とどのように関わってい
るのかを分析した。 
 
４．研究成果 
(1) 農業・漁業・都市的地域から収集したデ
ータ（近畿・中国・四国・東海地方の 412 集
落で実施した郵送調査のデータ：有効回答は
408 集落からの 7,295 名の回答）を解析し、
マルチレベル分析を行った。 
先行研究(Uskul et al., 2008; Talhelm et 

al.,2014)同様、日本においても相互協調性
は農業者でそれ以外の職種の人よりも高い
という結果が得られた。さらに興味深いこと
に、マルチレベル分析の結果、相互協調性は
農業地域（農業者率の高い地域）の住人で他
地域の住人よりも高いという、集落レベルで
の効果が得られた。つまり、農業地域に住ん
でいれば、農業従事者でなくとも、相互協調
性が高くなるとの結果である。また、集落レ
ベルでの相互協調性が農業者率によって予
測される効果は、集合活動（清掃活動や集落
の寄り合いなど）の参加率の高さによって媒
介されていた。つまり農業者が多い地域では
集合活動が盛んになり、そのことにより相互
協調性が高くなるということができる。 
また、この郵送調査では、利他行動に関す

る項目（例えば「私は、町内（集落）の人が
困っていたら手助けをする」）が含まれてい
たと同時に、相互独立性の項目（例えば、「自
分の考えや行動が町内（集落）の他者と違っ
ていても気にならない」）が含まれていた。
そこで、相互独立性と利他行動の関連の強さ
を生業間で比較した結果、非養殖漁業者の間
で特に強い正の関連があることが確認され
た。非養殖型の漁業は、資源獲得に伴う不確
実性が特に業種である。そうした生業に従事
する者は、相互に資源を融通する（利他行動
を取る）ことで、集合的に不確実性に対処で
きる（Kaplan & Hill, 1985）。上の分析結果
は、こうした集合的不確実性対策としての相
互利他行動が有効に機能するためには、利他
行動とは一見相容れない相互独立性も兼ね

備えている必要があり、漁業者コミュニティ
にはこの両立を可能とする仕組みがあるこ
とを示唆している。 
さらに、生業を基盤とした社会関係の特徴

（因子）が同業者グループさらには地域コミ
ュニティで一貫して確認されることを実証
的に検証した上で、それら社会関係が集団・
地域の幸福の醸成に寄与する役割を包括的
に検討した。農業グループのリーダーならび
に漁業グループのリーダーを対象としたア
ンケート調査データの分析を行った。上下関
係などの「タテのつながり」の得点は、相対
的に漁業者で高かった一方で、信頼関係など
の「ヨコのつながり」の得点は相対的に農業
者グループで高かった。農村コミュニティ・
漁村コミュニティの「ヨコのつながり」「タ
テのつながり」が地域の幸福とどのような関
連を有しているかを検討したところ、住民個
人の「ヨコのつながり」が本人の幸福度を高
めると同時に、地域全体に形成された「ヨコ
のつながり」が住民同士の幸福の結びつきを
強めていることが検証された。これらの結果
は、「ヨコのつながり」が「個人の幸福」と
「地域全体の幸福」の双方を両立させながら
高め合う役割を果たし得ることを示唆して
いる。 
(2)企業データについては、従業員本人の競
争性への価値観（競争に勝つことで自尊心が
高まる傾向：競争 CSW）が低い場合、競争を
重要視する程度が高い職場で働いていると
認知されるほど、離職願望が高くなることが
示された。職場のメンタルヘルスの問題は
「本人の性格の問題」「家庭の問題」と捉え
る企業が多い中（厚生労働省, 2011）、組織
の環境とのミスマッチが問題であることが
把握できた。 
また、個別企業調査からは、日本の様々な

企業・組織において、会社への愛着や職場の
人への信頼感が社員の幸福感に影響を与え
ることが明らかになった。つまり、会社への
愛着や職場の人への信頼感が高い人の方が
全体的に幸福感が高いだけではなく、会社の
愛着や職場の人への信頼感の平均値が高い
会社ほど、そうではない会社よりも従業員の
平均幸福感が高かった。一方で、企業による
違いがあるものもあった。従業員の自立性は
社内のソーシャル・キャピタルがないときに
はかえってうまく機能しないという結果が
得られた。 
これらの結果から、日本国内の文化の多層

性（生業や企業風土による違い）と共通性の
双方を検証することが出来た。地域において
も組織においても、相互協調性や人々のつな
がりは重要な要因であることは共通事項で
あり、これらがインフラとしてうまく機能し
ている場合に、自立性などの個人の価値に関
わる要因がポジティブな効果を持ちやすく
なることが示された。これらの結果は、学会
発表、論文執筆、企業等での一般向け講演会
を通じて成果発表を行った。 
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